
マグネシウム合金の市場調査レポート：企業・地域・種類・用途
別の分析と市場予測

HJResearchでは、「マグネシウム合金の世界市場：成長、動向、予測」調査資料の販売を
2023年9月26日  
に開始いたしました。本調査レポートは、マグネシウム合金の世界市場について調査・分析した
資料で、マグネシウム合金の市場概要、動向、セグメント別市場規模、地域別分析、競争状況、
企業情報、市場機会分析などで構成されています。

マグネシウム合金は、マグネシウムを主成分とする合金であり、軽量かつ強度が高く、耐食性や
加工性にも優れています。これらの特性から、自動車業界を中心に様々な産業分野で使用されて
います。

自動車業界では、燃費規制の厳格化に伴い、車両の軽量化が求められており、マグネシウム合金
が注目を集めています。また、エンジン部品やトランスミッションなどに使用されることで、高
温下でも強度を維持することができるため、高性能車両の製造にも使われています。

電子機器業界では、ノートパソコンやスマートフォン、タブレットなどの薄型化や軽量化に活用
されています。

航空宇宙および防衛産業では、航空機部品やミサイルの軽量化に利用されています。

パワーツール業界では、軽量で持ち運びが容易なハンドツールに活用されます。

現在、マグネシウム合金の需要は、自動車業界において最も高く、それ以外の産業分野でも使用
が増加しています。特に、電気自動車の増加により、マグネシウム合金の需要は今後もさらに拡
大していくことが予想されます。

世界的な主要メーカーは、Magnesium Elektron、Ka Shui International
Holdings、Magontec、U.S. Magnesium、Nanjing Yunhai Special Metals、Meridian Lightweight
Technologies、Amacor、Shanghai Regal Magnesium、Shanxi Yinguang Huasheng
Magnesium、Shanxi Credit
Magnesiumなどがあります。これらの企業は、製品開発や新技術の導入に注力し、市場シェアの拡
大に取り組んでいます。

2022年における世界のマグネシウム合金市場規模は2046億円で、CAGRは7.3%です。今後もマグネ
シウム合金は、軽量化ニーズの高まりや自動車業界の変化に伴い、需要が拡大していくことが予
想されます。

マグネシウム合金産業のSWOT分析は以下の通りです。
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【【強み】
・軽量かつ強度が高く、耐食性や加工性にも優れる。
・燃費規制の厳格化により、自動車業界で需要が拡大。
・電子機器業界での需要が増加。
・航空宇宙や防衛産業でも使用され、高い潜在需要がある。

【【弱み】
・高価であるため、コスト削減の課題がある。
・加工性に優れる反面、腐食しやすく、対策が必要。

【【機会】
・自動車業界における需要が拡大。
・電気自動車の普及に伴い、需要が高まる。
・新たな技術の開発により、強度や耐久性の向上が期待される。
・需要が多岐にわたるため、市場拡大の余地がある。

【【脅威】
・代替材料の台頭による競合の激化。
・生産コストの高騰による価格競争力の低下。
・環境規制の強化による影響。
・原料調達のリスク。（マグネシウムが希少な地域から輸入されていることが多い）

グローバルマグネシウム合金市場の主要企業は次のとおりです：
Magnesium Elektron
Ka Shui International Holdings
Magontec
U.S. Magnesium
Nanjing Yunhai Special Metals
Meridian Lightweight Technologies
Amacor
Shanghai Regal Magnesium
Shanxi Yinguang Huasheng Magnesium
Shanxi Credit Magnesium

製品タイプ別の市場セグメンテーション：
鋳造合金
鍛造合金

用途による市場セグメンテーション：
自動車および輸送
電子
航空宇宙および防衛
パワーツール
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■レポートのタイトル：マグネシウム合金の市場調査レポート：企業別、地域別、種類別、用途
別、市場予測（2018-2029）
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■レポート形態：PDF（Eメールによる納品）

■主な掲載内容
マグネシウム合金の市場ダイナミクス分析
マグネシウム合金の大手企業分析：Magnesium Elektron、Ka Shui International
Holdings、Magontec、U.S. Magnesium、Nanjing Yunhai Special Metals、Meridian Lightweight
Technologies、Amacor、Shanghai Regal Magnesium、Shanxi Yinguang Huasheng
Magnesium、Shanxi Credit
Magnesium（企業概要、製品概要、販売量、売上高、価格等）（2018〜2023）
マグネシウム合金の種類別世界市場規模（販売量と売上高）（2018〜2023）
マグネシウム合金の用途別世界市場規模（販売量と売上高）（2018〜2023）
マグネシウム合金の北アメリカ市場規模（販売量、売上高、輸出入）（2018〜2023）
マグネシウム合金のヨーロッパ市場規模（販売量、売上高、輸出入）（2018〜2023）
マグネシウム合金のアジア太平洋地域市場規模（販売量、売上高、輸出入）（2018〜2023）
マグネシウム合金のラテンアメリカ市場規模（販売量、売上高、輸出入）（2018〜2023）
マグネシウム合金の中東・アフリカ市場規模（販売量、売上高、輸出入）（2018〜2023）
マグネシウム合金の世界市場予測：地域別、種類別、用途別（2024-2029）
マーケティング経路の分析（ダイレクトマーケティング、間接マーケティング）
マグネシウム合金の産業チェーン分析（上流主要原料、下流主要消費者）
付録（調査方法、情報源、著者情報等）

■レポートの詳細内容・お申込みはこちら

日本語レポートリンク：https://www.hjresearchjapan.com/magnesium-alloys-market-report-
p271418.html

■ご購入検討用にレポートサンプルのご提供や試読サービスなども行っております（無料）。

■本件に関するお問合せ先
HJResearch
マーケティング担当 
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